
「送料無料」表示の見直しについて





資料:経済産業省



資料:広報とらっく（2023年８月号）「経営のヒント」



資料:消費者庁



【 消費者庁「事例でわかる景品表示法」ガイドブック 】

資料:消費者庁

＜解説＞ 景品表示法では、うそや大げさな表示など、消費者をだますような
表示を禁止しています。

＜解説＞ 簡単にいうと、「これはとってもお得だ!」と消費者に思わせてお
いて、実際にはそうではない表示のことです。



物流の危機的状況に対する消費者の理解喚起と行動変容を！

物流はBtoBが太宗を占めるため、国民的関心は高いとは言えなかったが、
「宅配クライシス」が、物流問題を考える契機になったのでは？
⇒ 物流に対するコスト意識の浸透であれば喜ばしいが、いまだ氾濫する

「送料無料」表記
⇒ 無料表記は物流の背後にある「労働」への想像力を欠如させる結果に！

コロナ禍においても事業継続を要請された貨物自動車運送をはじめとする
すべてのキーワーカーが正当に評価される社会を創りたい。
⇒ 物流を担う労働の価値の再評価を！ ⇒ 「価値」を「価格」に！

「不当景品類及び不当表示防止法」を適用し、「送料無料」表示を禁止し
て頂くとともに、広く社会に広報しながら、消費者への理解喚起と行動変容
につなげていただきたい！

交運労協がお訴えしたいこと




